
  

 

 

  

 
 

１学期が始まって２か月が過ぎ、６月を迎えました。５月は「新緑」の季節と言いますが、６月はさ

らに緑が深まって「深緑」の季節になると言います。６月は、定期テストがあり、部活動の集大成と

なる大会やコンクール等が始まります。学習や部活動等、様々なことを深めていきましょう。 
 

 「主体的に行動しよう」  校長 佐藤 哲洋 

 

物事を深めるためにまず大切なことは、主体的に行動することだと思います。

以前、脳科学を研究しているある大学の先生のお話を聞く機会がありました。

その中で、「知能を向上させる３つの要件は、『論理』『言語』『熱意』である」

というお話がありました。その３つの中で、印象に残ったのは『熱意』についてで

した。『熱意』とは、「失敗に負けない気持ち」であり、その「失敗に負けない気持ち」を生むのは

「ワクワクすること」「何事も楽しむこと」だということでした。ワクワクする気持ちになったり、物事

を楽しむ力を付けたりするには、まずは何事にも前向きに、自分から進んで主体的に取り組んで

みることが大切です。私たちは人間ですから、日常生活の中で「やりたくないな」とか「面倒くさ

いな」と思うことは当然たくさんあります。そんな時でも自分から進んで行動してみることです。人

間の脳は、「入力（input）」よりも「出力（output）」を信じると言われています。受け身でいるよ

りも積極的に情報や考えを発信した方が身に付く力が大きいということが分かっています。 

10日後には定期テストが行われます。テストに向けて計画的に勉強していることと思います。

勉強は決してやらされるものではありません。自分からやりたいと思うものです。それまで知らな

かったことを知ることができる、自分の夢をつかむことができる、それが勉強です。先日の卒業生

一日先生の講演会で福田先生も「勉強は、これからどんどん楽しくなる」と話してくださいまし

た。主体的に取り組みましょう。学習を深めることに繋がります。 

このことは勉強だけではなく、あらゆることにあてはまります。例えば、四中の三大文化である

「挨拶、清掃、歌声」についても同様です。「進んで爽やかに挨拶をする」「意欲的に清掃に取り

組み、美しい環境をつくる」「みんなでつくる合唱を楽しむ」このように

主体的に取り組むことが、自分自身を高めること、そして、よりよい四中

を創ることに繋がります。昨日の生徒総会では、皆さんはよりよい四中

を創るために主体的に考え、意見を出し合っていました。そのように行

動することが、物事を深めることになると思います。 

今月は、学習や部活動等のこれまでの取組の成果を発揮するとき

です。緑が深まるように、皆さんの力も深まることを期待しています。 

 

【令和６年６月４日 全校集会より】  
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【生徒総会の一場面】 



 
 

 ｢見つけよう新たな学び 果たそう自分の役割 

～笑顔あふれる修学良行へ～｣というスローガンの

もと、京都・奈良のるるぶ作成や実行委員を中心と

した係会、タクシー班での研修先検討などの準備を

進めてきました。京都・奈良に関する知識を身に付

けたり、クラスや班の中で任された役割を果たしたりすることで、生徒たちは一歩ずつ成長することができ

ました。そして迎えた修学旅行。課題は残るものの、思いやり溢れる場面をたくさん目にすることができまし

た。助け合い、支え合うことで、笑顔あふれる時間を過ごせたのではないでしょうか。この３日間が、今後の

成長の糧になることでしょう。更に｢笑顔満開｣な学年になることを期待しています。（中山 侑） 
 

 
 

「同心協力 ～仲間を思いやり、一歩ずつ成長しよう

～」のスローガンのもと、慣れない環境の中の３日間の

自然教室。１年生の時に割った薪を使った火おこし、飯ご

う炊飯、ウォークラリーなどを通して、仲間や協力すること

の大切さについて考えることができる３日間になりまし

た。また、ネイチャーガイドやカヌー体験を通して、普段は感じることができない自然の雄大さを感じること

ができたと思います。 

非日常の３日間は、当たり前と思っていたことは当たり前ではなかったことを改めて認識させてくれまし

た。何事に対しても「有難い」気持ちを忘れずに生活していってほしいと思います。（佐藤 碧） 
 

 
 

今年の穂波平セミナーのスローガンは、「共に発見～仲間の良いところを見つけ合おう～」でした。この

スローガンを決めた実行委員たちは、約1か月の学年の様子をみて、「自分たちが伸ばしたい力は何だろ

う？」と考え、スローガンを決定しました。 

当日は、地域探検や講師の先生をお招きして講座を受けることで、「地域のことを知るという発見」、

「仲間や自分の良いところを発見」、「今後の総合的な学習につながる新しい考えの発見」など、仲間と共

に様々な発見をすることができました。 

3日間を通して、時間を見て行動することに課題を残し

ましたが、一人ひとりが係活動などで輝くことのできた３

日間となりました。セミナーで得た経験を今後の学校生

活に生かしてほしいと思います。（杉山勇人・前林美奈） 

 

 
 

３年生の理科を担当しています望月浩司教諭が、けがによる入院・加療のため特

休を取得することとなりました。３年生の理科については、稲岡史恵教諭が代替とし

て本校に勤務することとなり、６月５日（水）から勤務いたします。 

３年生 修学旅行 奈良・京都方面 

２年生 自然教室 山梨県西湖 

１年生 穂波平セミナー 

３年生理科担当の交代について 


